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コ
ロ
ナ
禍
の
1
年
で
し
た
が
、
皆
様

お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
の
心
配
な
し
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
今
年
も
会

報
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
総
会
を
始
め
ほ
と
ん
ど
の

行
事
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。
唯
一
、

7
月
の
研
修
会
は
、
希
望
者
が
多
く
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
を
行
い
、

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
、
6
月
の
総
会
を
是
非
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
懇
親
会
を
な

し
に
し
て
、
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
も
、

毎
年
皆
様
に
ご
無
理
を
お
願
い
し
て
、

過
分
の
ご
協
力
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。

い
つ
も
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

し
か
し
、
新
入
会
員
の
激
減
は
如
何

と
も
し
が
た
く
、
会
の
運
営
に
つ
い
て

改
革
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
た
く

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
あ
る
雑
誌
を
見
て
い
る
と
、

京
都
の
伝
統
工
芸
を
、
若
い
息
子
さ
ん

が
、
跡
を
つ
ぐ
と
い
う
記
事
が
出
て
い

ま
し
た
。
先
祖
か
ら
の
伝
統
を
守
り
な

が
ら
、
自
分
の
作
品
を
作
り
、
発
表
し
、

後
継
者
と
し
て
の
お
披
露
目
を
す
る
と

か
。
す
ば
ら
し
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

常
磐
会
役
員
も
高
齢
化
の
な
か
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考

え
る
と
若
い
力
が
必
要
で
す
。
常
磐
会

の
運
営
に
関
わ
っ
て
、「
常
磐
会
」
の

伝
統
を
守
り
、
発
展
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
同
窓
会
「
常

磐
会
」。
若
い
皆
様
が
、
引
き
継
い
で

く
だ
さ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
常
磐
会
の
こ
と
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

感
　
　
　
謝理

事
長
　
　
水
郡
　
理
惠
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令和4年度　常 磐 会 総 会

令和4年度
幹　事　会

令和４年10月22日‡

開会　午前10時

閉会　午前11時

場所■常磐会短期大学

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

なお、当日10時から学園
大学大学祭、短期大学文化
祭が開催される予定です。

◇◇◇お知らせ◇◇◇
令和４年度の行事も、コ
ロナウイルスの感染拡大防
止の為、やむを得ず中止す
る場合があります。
行事の申込み前には、事

務局、ホームページ（QRコ
ード）でご確認をお願いし
ます。

新入会員歓迎！
学園大学、短期大学を合
わせて226名をお迎えしま
した。歓迎会はできません
でしたが、（一財）常磐会の
パンフレットを配布し、新
しい幹事さんに、委嘱状を
お渡ししました。新入会員
の皆様、同窓会の行事にご
参加くださいね。

日　　時 ●令和4年6月5日⁄
受付：午前9時30分　開会：午前10時

場　　所 ●常磐会学園大学
会　　費 ● 2,000円
【スケジュール】
○議事 令和３年度事業報告・収支決算報告・監査報告

令和４年度事業計画・収支予算報告
○会員お慶びの紹介
○鑑賞 「カルテット演奏を楽しもう」

閉会予定 ● 12時10分頃
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目
指
す
若
者
に
現
場
で
の
私
の
学
び
を
伝
え
て

き
ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
育
ち
に

関
わ
る
仕
事
に
一
人
で
も
多
く
の
学
生
が
関
わ

っ
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
の
6
年
で
し
た
。

■
橋
本
美
樹
子
（
Ｓ
50
年
卒
）

病
院
内
厨
房
に
て
調
理
の
補
助
等
を
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
日
々
奮
闘
さ
れ
る

病
院
の
方
々
や
患
者
さ
ん
に
触
れ
る
中
、
自
分

の
仕
事
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

■
金
城
眞
理
子
（
Ｓ
51
年
卒
）

初
め
て
常
磐
会
保
育
学
院
の
門
を
く
ぐ
っ
た

の
が
、
23
才
の
時
。
あ
れ
か
ら
47
年
、
今
年
の

誕
生
日
で
70
才
に
な
り
ま
す
。
結
婚
前
迄
は
保

母
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
後
は
専
業
主

婦
で
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
田
中
佳
代
子
（
Ｓ
51
年
卒
）

会
報
「
と
き
は
」
を
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
常
磐
会
学
園

も
学
生
数
が
増
え
て
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
卒

業
生
が
現
場
に
出
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
常
磐
会
の
行
事
も
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
開

催
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
早
く

コ
ロ
ナ
が
ど
こ
か
に
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

■
沼
間
　
美
幸
（
Ｓ
57
年
卒
）

卒
業
後
5
年
間
、
堺
市
の
民
間
保
育
園
で

勤
務
。
そ
の
後
、
専
業
主
婦
。
パ
ー
ト
、
短

時
間
な
ど
の
勤
務
で
保
育
士
に
復
帰
。
54
才

で
千
葉
県
松
戸
市
の
経
験
者
枠
で
公
務
員
保

育
士
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
5
年
間
勤
務
後

転
居
の
為
退
職
。
現
在
会
計
年
度
で
勤
務
し

て
い
ま
す
。

■
稲
森
美
江
子
（
Ｓ
60
年
卒
）

こ
の
4
月
よ
り
同
じ
常
磐
会
卒
業
の
後
輩

と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
地
元
三

重
で
後
輩
に
出
会
う
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
大

変
う
れ
し
く
、
世
代
は
随
分
違
う
も
の
の
、
大

学
の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
後
輩

と
と
も
に
保
育
の
チ
ー
ム
力
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

■
勝
岡
　
佳
子
（
Ｓ
60
年
卒
）

毎
年
届
く
常
磐
会
会
報
を
読
む
と
な
つ
か
し

い
時
間
を
思
い
出
し
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
と
は
今
で
も
年
賀
状
で
の
や
り
と
り
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
し
て
、
先
生
の
年
賀
状
で
の

お
言
葉
が
1
年
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
越
智
　
り
さ
（
Ｓ
62
年
卒
）

結
婚
し
て
、
し
ま
な
み
海
峡
の
ド
真
中
瀬
戸

内
の
島
で
3
人
の
子
ど
も
を
成
人
さ
せ
ま
し

た
。
保
育
の
現
場
に
復
帰
し
て
9
年
目
。
幼

児
組
の
主
幹
保
育
教
諭
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
も
変
わ
ら
ぬ
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
つ

ぶ
や
き
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
梅
原
　
智
嘉
（
Ｓ
63
年
卒
）

今
年
度
は
、
年
中
組
担
任
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

に
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

■
谷
口
　
範
子
（
Ｈ
6
年
卒
）

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
で
13
年
の
ブ
ラ
ン

ク
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
週
に
2
日
だ
け

保
育
士
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
保
育
士
を
で
き

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
、
免
許
を
取
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
事
に
も
感
謝
で
す
。

■
藤
本
美
由
紀
（
Ｈ
8
年
卒
）

現
在
4
児
の
母
と
し
て
忙
し
い
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
京
田
辺
市
の
会
計
年
度
任
用
職

員
の
保
育
士
と
し
て
3
歳
児
の
担
任
を
し
て
い

ま
す
。
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ま
た

こ
う
し
て
保
育
の
仕
事
に
就
け
た
の
も
、
貴
校

で
の
学
び
が
あ
っ
た
か
ら
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

■
磯
田
　
美
弥
（
Ｈ
9
年
卒
）

結
婚
、
子
育
て
を
経
て
も
う
一
度
正
規
職

員
と
し
て
務
め
て
い
ま
す
。
実
習
に
よ
く
来
て

頂
き
ま
す
後
輩
た
ち
と
一
緒
に
働
け
た
ら
な
ぁ

と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

■
徳
本
　
昌
子
（
Ｈ
9
年
卒
）

斑
鳩
町
の
保
育
園
で
、
保
育
士
を
し
て
い

ま
す
。
娘
2
人
も
幼
児
教
育
の
道
に
進
ん
で
い

ま
す
。

■
津
本
　
麻
有
（
Ｈ
16
年
卒
）

7
年
前
に
結
婚
し
、
男
の
子
2
人
を
育
て

な
が
ら
保
育
士
を
続
け
て
い
ま
す
。
卒
業
時
に

就
職
し
17
年
目
と
な
り
ま
す
。
子
育
て
と
家
庭

の
両
立
は
大
変
で
す
が
、
実
家
や
周
囲
の
協
力

を
得
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

■
泉
　
　
史
子
（
Ｈ
19
年
卒
）

2
0
1
4
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。
2
児
の

姉
弟
の
育
児
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。
育
児
が

落
ち
着
き
ま
し
た
ら
、
ま
た
保
育
の
現
場
に
復

職
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
堀
口
　
詩
織
（
Ｈ
25
年
卒
）

派
遣
と
し
て
保
育
園
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い

て
6
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
約
2
年
前
に
結
婚

し
、
現
在
、
夫
は
入
院
中
で
す
が
、
周
り
に
感

謝
し
な
が
ら
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

会
員
近
況
報
告

■
市
村
　
繁
子
（
Ｓ
19
年
卒
）

96
歳
に
な
り
、
師
範
の
同
級
生
も
香
川
県

で
仲
間
と
な
っ
た
先
生
方
も
亡
く
な
り
、
老
人

会
の
役
員
を
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
た
め

会
を
す
る
事
も
な
く
、
一
人
で
マ
ス
ク
を
作
っ

た
り
バ
ッ
グ
を
縫
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

■
池
内
　
光
子
（
Ｓ
21
年
卒
）

日
本
い
け
ば
な
芸
術
協
会
名
誉
総
裁
常
陸

宮
華
子
様
か
ら
、
創
立
45
周
年
で
平
成
24
年

4
月
25
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
仁
科
　
悦
子
（
Ｓ
21
年
卒
）

今
年
度
の
会
報
受
け
取
り
ま
し
た
。
た
っ
た

一
人
の
友
人
金
崎
さ
ん
も
老
人
ホ
ー
ム
へ
入
ら

れ
て
、
今
の
と
こ
ろ
連
絡
が
と
れ
な
い
状
態
で

す
。
こ
の
文
章
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
か
ら
の
連
絡
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
94
歳
に
な
り
ま
し
て
、
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
家
に
い
て
元
気
で
す
。

■
斎
藤
　
克
美
（
Ｓ
39
年
卒
）

理
事
長
様
大
変
ご
苦
労
が
お
あ
り
だ
と
思
い

ま
す
。
お
身
体
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
令
和
2
年

11
月
に
終
の
す
み
か
に
転
宅
致
し
ま
し
た
。

■
藤
村
　
愛
子
（
Ｓ
46
年
卒
）

今
年
10
月
で
新
居
に
移
っ
て
満
2
年
に
な

り
ま
す
。
ど
こ
で
住
ん
で
も
夫
婦
仲
良
く
過
ご

せ
る
こ
と
は
、
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
孫（
7
名
）

に
も
恵
ま
れ
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

■
立
蔵
　
信
子
（
Ｓ
46
年
卒
）

趣
味
の
川
柳
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
川
柳
瓦

版
の
会
で
柳
誌
の
編
集
の
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
と

し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
常
磐
会
の
発
展
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
。
少
額
で
す
が
、
寄
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
曾
根
田
啓
子
（
Ｓ
47
年
卒
）

元
気
に
孫
6
人
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
な
が
ら

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活
は
、
夫
婦

だ
け
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
先
生
方
も
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

■
勝
田
　
久
子
（
Ｓ
47
年
卒
）

今
年
3
月
で
保
育
関
係
の
仕
事
を
す
べ
て
卒

業
し
ま
し
た
。
短
大
を
卒
業
し
て
49
年
間
好
き

な
仕
事
に
就
け
て
幸
せ
で
し
た
。
最
後
の
6
年

間
は
某
短
大
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
保
育
士
を

瓜坂　せつ
尾崎　好枝
汐見也寿子
（や寿子）

冨士　利子
藤原　敏子
遠藤　トシ
芝本　福子
大久保富美子
沼津　嘉子
石井　政江
渡辺　清子
坂本　澄子
河方千賀子
岡　由美子
奥野喜代子
伊東　ふぢ
梨　夏子

本郷　式子
岩田千鶴子
井上美代子
安井　千代

Ｔ14本１乙
Ｓ５本２甲乙
Ｓ12本２

Ｓ12本２
Ｓ12本２
Ｓ13本２
Ｓ14本２
Ｓ15本１
Ｓ15本２
Ｓ16本２－３
Ｓ16本２－３
Ｓ16本２－４
Ｓ16本２－６
Ｓ16本２－７
Ｓ17本２－１
Ｓ17本２－５
Ｓ17本２－６
Ｓ17本２－８
Ｓ17本２－９
Ｓ17本２－10

Ｓ17本２－11

大森　淳乃
北田　洋子
桜井ふみ子
福岡　正子
鈴木　敬子
三宅多恵子
山本　靖子
喜多いさ栄
藤田三重子
井谷　　光
明見みよ子
岸本　澄子
小嶋　澄子
北　美佐子
今西　淳子
芳　　定子
香川　和子
川崎美登里
尾上　光子
豊田　君子
川村　岩美
澤田　敏昭

Ｓ18本２－１
Ｓ18本２－３
Ｓ18本２－５
Ｓ19本４
Ｓ19本５
Ｓ19本６
Ｓ19本７
Ｓ19本８
Ｓ19本８
Ｓ19本９
Ｓ20本２
Ｓ20本２
Ｓ20本２
Ｓ20本５
Ｓ20本６
Ｓ21本１
Ｓ23本１
Ｓ23本３
Ｓ23本４
Ｓ23本４
Ｓ24本１
Ｓ24本２

堀内　敦子
森川三都子
大上イキ子
（いさ子）
千田佳津子
藤田　節子
野原　壽子
田中　国子
山口　典子
槐　千津子
岸田三和子
秋山　愛子
参河　康子
松田　幸子
菅田　成子
平中　陽子
奥村　準子
松村　雅子
松下　和世
西村　　忍

Ｓ24本６
Ｓ24本６
Ｓ25本

Ｓ25本
Ｓ26学
Ｓ28学
Ｓ31幼教養
Ｓ32幼教養
Ｓ33幼教養
Ｓ33幼教養
Ｓ44短Ｄ
Ｓ44短Ｄ
Ｓ45保育
Ｓ46短Ｃ
Ｓ47短Ｆ
Ｓ48短Ｄ
Ｓ57短幼Ｂ
Ｈ２短幼Ｅ
Ｈ６短幼Ｊ

物故者名簿 －謹んでご冥福をお祈り申しあげます－

（令和４年３月末現在）

５月＊理事会［１日‡］
・令和２年度事業報告・収支決算報告・監査報告・令和３
年度総会・評議員会の開催について

＊評議員会［16日⁄］
・令和２年度事業報告・収支決算報告・監査報告について
＊理事会［16日⁄］
・令和３年度理事の役割・総会について

６月＊理事会［26日‡］
・総会・研修会について

９月＊理事会［４日‡］
・研修会の反省と今後・幹事会・ホームカミングデー・
見学研修会について

＊運営委員会［４日‡］
・研修会の反省と今後について・幹事会・ホームカミン
グデーについて

10月＊理事会［２日‡］
・会報（123号）作成・幹事会・ホームカミングデーについ
て・令和４年度事業について

11月＊理事会［20日‡］
・令和４年度事業・（一財）常磐会のパンフレット作成・学
修補助金給付について

１月＊理事会［15日‡］
・新入会員歓迎会・令和４年度事業について

２月＊理事会［12日‡］
・会報（123号）編集・新入会員歓迎会・評議員会開催につ
いて

３月＊理事会［５日‡］
・令和４年度事業計画・収支予算について
＊学園大新入会員入会・新幹事委嘱［14日¤］
＊短大新入会員入会・新幹事委嘱［17日fi］
＊理事会［26日‡］
・新入会員歓迎会について・令和４年度年間計画について
＊評議員会［26日‡］
・令和４年度事業計画・収支予算について

【６月・総会 ／ 10月・幹事会・ホームカミングデー／
12月・見学研修会】中止

令和3年度 庶務報告
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■収入の部
科　　　目
基本財産運用収入
特定資産運用収入
入 会 金 収 入
会 費 収 入
事 業 収 入
そ の 他 の 収 入

当 期 収 入 合 計
前 期 繰 越 額
収 入 合 計
■支出の部

科　　　目
事 業 費
管 理 費
特 定 預 金 支 出
予 備 費

当 期 支 出 額
当 期 収 支 差 額
支 出 合 計
■支出の部（内訳）

科　　　目
研 修 会 費
新入会員歓迎会費
総 会 費
通 信 運 搬 費
消 耗 品 費
印 刷 製 本 費
寄 付 金 支 出
助 成 金 支 出
雑 費

計
給 料 手 当
会 議 費
旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費
消耗什器備品費
消 耗 品 費
修 繕 費
印 刷 製 本 費
光 熱 水 料 費
賃 借 料
施 設 使 用 料
諸 謝 金
租 税 公 課
委 託 手 数 料
渉 外 費
慶 弔 費
雑 費

計
事 業 引 当 金
名 簿 引 当 金
減価償却引当金
退職給与引当金
公益目的事業引当金

計
予 備 費

支 出 合 計

１.
２.
３.
４.
５.
６.

１.
２.
３.
４.

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰

①
②
③
④
⑤

４.

予算額
3,000

0
704,000

3,700,000
300,000

1,200,000
5,907,000
4,636,876

10,543,876

予算額
5,200,000
2,373,000
150,000

2,820,876
10,543,876

0
10,543,876

予算額
500,000
25,000

100,000
840,000
30,000

1,200,000
1,000,000
1,500,000

5,000
5,200,000
480,000
30,000

400,000
250,000

0
200,000
5,000
60,000

0
180,000
100,000
70,000

150,000
420,000
17,000
6,000
5,000

2,373,000
50,000

0
0
0

100,000
150,000

2,820,876
10,543,876

収入額
4,352

35
716,000

3,832,000
1,400

1,551,724
6,105,511
4,636,876

10,742,387

支出額
4,164,899
1,699,898
150,035

0
6,014,832
4,727,555

10,742,387

支出額
0

8,040
0

823,906
27,337

805,616
1,000,000
1,500,000

0
4,164,899
462,720
26,734

203,860
98,355

0
142,040

0
0
0

152,360
100,000
33,411
91,200

371,328
13,606
4,284

0
1,699,898

50,002
2
9
0

100,022
150,035

0
6,014,832

（単位：円）
備　　考

基本財産利息
特定資産利息
新入会員入会金（358名）
終身会費、年会費
記念誌
学園よりの協力金、利息、寄付金、賛助金等

（単位：円）
備　　考

次期繰越額

（単位：円）
備　　考

パンフレット作成、お礼等

会報送付料等
事務用品等
会報、名簿修正等
常磐会学園への寄付
常磐会短大・学園大学生への学修補助金

会議等茶菓代
評議員、理事、事務職員、幹事等
電話料、切手、はがき等

携帯電話、コピー料、事務用品等

モニュメント建立借地料、コピー機リース料
常磐会短大の施設一部使用料
税理士謝礼
税金、登記料等
ホームページ、会計業務委託費用等

お悔み用はがき

１．
事
　
業
　
費

２．
管
　
理
　
費

３．
特
定
預
金

令和２年度　収支計算書
令和２年４月1日～令和３年３月31日

増　減（△）
1,352

35
12,000

132,000
298,600
351,724
198,511

0
198,511

増　減（△）
1,035,101
673,102

35
2,820,876
4,529,044
4,727,555
198,511

増　減（△）
500,000
16,960

100,000
16,094
2,663

394,384
0
0

5,000
1,035,101

17,280
3,266

196,140
151,645

0
57,960
5,000
60,000

0
27,640

0
36,589
58,800
48,672
3,394
1,716
5,000

673,102
2
2
9
0

22
35

2,820,876
4,529,044

△

△
△

△
△

△
△
△
△
△
△

△
△
△
△
△
△

△
△
△

△

△
△
△
△
△
△
△

△
△

■収入の部
科　　　目
基本財産運用収入
特定資産運用収入
入 会 金 収 入
会 費 収 入
事 業 収 入
そ の 他 の 収 入

当 期 収 入 合 計
前 期 繰 越 額
収 入 合 計
■支出の部

科　　　目
事 業 費
管 理 費
特 定 預 金 支 出
予 備 費

支 出 合 計
■支出の部（内訳）

科　　　目
研 修 会 費
新入会員歓迎会費
総 会 費
通 信 運 搬 費
消 耗 品 費
印 刷 製 本 費
寄 付 金 支 出
助 成 金 支 出
雑 費

計
給 料 手 当
会 議 費
旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費
消耗什器備品費
消 耗 品 費
修 繕 費
印 刷 製 本 費
光 熱 水 料 費
賃 借 料
施 設 使 用 料
諸 謝 金
租 税 公 課
委 託 手 数 料
渉 外 費
慶 弔 費
雑 費

計
事 業 引 当 金
名 簿 引 当 金
減価償却引当金
退職給与引当金
公益目的事業引当金

計
予 備 費

支 出 合 計

１.
２.
３.
４.
５.
６.

１.
２.
３.
４.

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰

①
②
③
④
⑤

４.

本年度予算額
3,000

30
598,000

3,200,000
230,000

1,200,000
5,231,030
4,727,555
9,958,585

本年度予算額
5,210,000
2,333,000
150,030

2,265,555
9,958,585

本年度予算額
500,000
25,000
100,000
850,000
30,000

1,200,000
1,000,000
1,500,000

5,000
5,210,000
480,000
30,000
400,000
250,000

0
200,000
5,000
60,000

0
180,000
100,000
70,000
110,000
420,000
17,000
6,000
5,000

2,333,000
50,002

1
7
0

100,020
150,030

2,265,555
9,958,585

前年度予算額
3,000

0
704,000

3,700,000
300,000

1,200,000
5,907,000
4,636,876

10,543,876

前年度予算額
5,200,000
2,373,000
150,000

2,820,876
10,543,876

前年度予算額
500,000
25,000
100,000
840,000
30,000

1,200,000
1,000,000
1,500,000

5,000
5,200,000
480,000
30,000
400,000
250,000

0
200,000
5,000

60,000
0

180,000
100,000
70,000
150,000
420,000
17,000
6,000
5,000

2,373,000
50,000

0
0
0

100,000
150,000

2,820,876
10,543,876

（単位：円）
備　　考

基本財産利息
特定資産利息
新入会員入会金
終身会費、年会費
研修会費、総会費等
学園よりの協力金、利息、寄付金、賛助金等

（単位：円）
備　　考

（単位：円）
備　　考

見学研修会費、講師謝礼等
パンフレット作成、新幹事打合せ、お礼等
講師謝礼、会場設営費等
会報送付料等
事務用品等
会報、名簿修正等
常磐会学園への寄付
常磐会短大・学園大学生への学修補助金

会議等茶菓代
評議員、理事、事務職員、幹事等
電話料、切手、はがき等

プリンター、コピー料、事務用品等

幹事会案内、封筒角２等

モニュメント建立借地料、コピー機リース料
常磐会短大の施設一部使用料
税理士等謝礼
税金、登記料等
ホームページ、会計業務委託等

お悔み用はがき等

１
事
　
業
　
費

２
管
　
理
　
費

３．
特
定
預
金

令和３年度　収支予算書
令和３年４月1日～令和４年３月31日

増　減（△）
0
30

106,000
500,000
70,000

0
675,970
90,679

585,291

増　減（△）
10,000
40,000

30
555,321
585,291

増　減（△）
0
0
0
0
0
0
0
0
0

10,000
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

40,000
0
0
0
0

40,000
2
1
7
0
20
30

555,321
585,291

△
△
△

△

△

△

△
△

△

△

△
△

会計報告

上記の通り決算報告致します。
令和３年３月31日（一財）常磐会 理事長　水郡　理惠

会　計　渡邊　芳子　　　平嶋　嘉子

上記監査の結果、帳簿並びに関係書類は正確綿密に処理されていることを認めます。
令和３年４月23日　　監　事　　新田　　孝　　　熊見　勝子　　　山田　純子

遠藤　トシ
大久保富美子
松渓　光子
藤原アタヱ
松田　吉枝
粟田悠紀子
植田　　明
矢追千鶴子
伊庭美智子
川畑　吉子
山本　愛子
奥　　　始
渡邊　芳子
岩田　良子
大仲美智子
北口　千草

斎藤　克美
水郡　理惠
平嶋　嘉子
橋口　初子
川　喜美子
下垣　拓美
下村冨美枝
山西　和美
中川　博子
松井　隆子
岡本　和惠
立蔵　信子
田村みどり
中島美智子
藤林　道子
的場　和子

谷畑　惠子
安岡のぶ子
伊藤　裕子
西川　節子
坂口　靜子
西野美智子
山田　　薫
中村　妙子
佐々木眞由美
日野万有美
岩谷しげみ
榊原千恵子
奥　　裕子
松江美喜子
増田　京子
植原　　清

令和3年度 賛助金・寄付金納付者（個人）

（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）

13

15

17

21

24

31

31

32

33

33

34

37

38

39

39

39

（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）

（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｈ ）
（Ｒ ）
（客員）

令和２年度 特定資産 （単位：円）

令和２年度 基本財産 （単位：円）

令和２年度 経常費歳入

１．事業積立
前 年 度 繰 越 金
令 和 ２ 年 度 積 立
預 金 利 息
合　 計（次年度繰越）

２．退職金積立
前 年 度 繰 越 金
令 和 ２ 年 度 積 立
預 金 利 息
合　 計（次年度繰越）

３．名簿積立
前 年 度 繰 越 金
令 和 ２ 年 度 積 立
預 金 利 息
合　 計（次年度繰越）

４．減価償却積立
前 年 度 繰 越 金
令 和 ２ 年 度 積 立
預 金 利 息
合　 計（次年度繰越）

５．公益目的事業積立
前 年 度 繰 越 金
令 和 ２ 年 度 積 立
預 金 利 息
合　 計（次年度繰越）

預 金

317,266
50,000

2
367,268

2,712
0
0

2,712

361,575
0
2

361,577

982,476
0
9

982,485

2,463,942
100,000

22
2,563,964

72,505,660

１．基本財産運用収入
定 期 預 金 利 息
普 通 預 金 利 息

２．入会金収入
新 入 会 員 3 5 8 名

３．会費収入
終 身 会 費
年 会 費

４．事業収入
総 会 費
見 学 研 修 会 費
研 修 会 費
1 1 0 周 年 記 念 誌

５．その他の収入
学 園 よ り の 協 力 金
賛 助 金
寄 付 金
経 常 費 利 息

６．前年度繰越額

収 入 合 計

4,352
4,244
108

716,000
716,000

3,832,000
3,580,000
252,000

1,400
0
0
0

1,400

1,551,724
1,100,000
310,000
141,665

59

4,636,876

10,742,352

（単位：円）

39

39

39

40

41

41

41

42

43

43

44

46

47

47

47

47

48

48

49

49

51

51

51

53

54

55

56

56

63

11

3

「年会費・賛助金・寄付金ご協力へのお願い」

会員の皆様には、年会費・賛
助金・寄付金のご協力をいただ
きありがとうございます。
今年度も、会報発送の諸経費、
その他、会の事業推進のための
経費が不足すると予測されます。
つきましては、なお一層、年会費・賛助金・寄付金の
ご協力をよろしくお願いいたします。 〔会計係より〕
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－会報に同封しています振込用紙で申し込んでください－
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開催日時＊令和４年７月23日‡
13時30分～15時

開催場所＊常磐会短期大学
内　　容＊
「子どもの育ちを助けるわらべうた」
講　　師＊堀口眞奈美氏「わらべうたの会」代表
会　　費＊500円
申し込み＊電話06-6790-3777 FAX06-6790-3834
申込締切＊令和４年７月９日‡

笑わなかった子どもが笑
ったり、友達を気づかうこ
とができたり、わらべうたは
子どもの成長を助けます。
参加のご希望が多く、昨

年度に引き続き２回目とな
ります。実技を交えて、学

び合える場になり、即、保育の現場に活かせます。

令和３年度唯一の行事として、堀口眞奈美氏による研修会「子どもの育ちを助ける
わらべうた」を行いました。コロナウイルスの感染予防のため、歌ったり、手をつない
だりはできませんでしたが、遠方からの参加者もあり、30名が熱心に受講しました。

令和3年度の総会、保
育講座、ホームカミン
グデー、見学研修会等
は、新型コロナウイル
スの猛威により中止せ
ざるを得ませんでした。

令和4年度の見学研修
会は中止いたします

開催日時＊令和４年８月27日‡ 14時より
開催場所＊常磐会短期大学
開催方法＊オンライン（会場では大型スクリーン

で見ることができます）
内　　容＊「虐待が子どもの脳に及ぼす影響」
講　　師＊友田　明美 氏（福井大学 子どもの心発達研

究センター長・オンラインによる講演）
会　　費＊無料
申し込み＊メールもしくはFAXにてお申し込みください。

E-mail : nyuyoken@tokiwakai.ac.jp
FAX : 06 －6709 －2201

申込締切＊令和４年７月30日‡

昨今、虐待件数は20万件を超えています。不適切な養
育が子どもの脳の発達やその後の人生にどのような影響を
及ぼすのかを学び、そのケアについて考えます。
※オンラインによる参加者には、後日URLなどをお知ら
せします。

令和3年度研修会

令和4年度研修会

常磐会の歴史が一目でわかるように構成しています。記念誌で
常磐会の歩みをひもといてください。

100周年記念誌：5,000円　　110周年記念誌：700円

昨年度は、冬季オリンピックでの若者の活躍に私たちも元
気をもらいましたが、コロナウイルスのオミクロン株の流行
は、まだまだ続きそうです。
その影響で、昨年度の行事もことごとく中止せざるを得な
くなり、お知らせの内容が少なくなっています。その為、昨
年度同様４ページでお届けさせて頂いています。
会員の皆様には、コロナウイルスに負けることなく体調に
ご留意され、お元気にお過ごしください。

常磐会学園大学・短期大学の卒業生の子・きょうだい・孫また
は在学生のきょうだいである方を対象に入学金のうち10万円が免
除となります。勿論、同窓会常磐会会員の皆様は該当します。

対象となる入試概要や申請方法は、大学・短期大学の各学生
募集要項やホームページにて、ご確認ください。
常磐会短期大学付属幼稚園出身者も、令和４年度入試より、

入学金のうち10万円が免除となります。

昭和44年3月短期大学Ｆ組の卒業生の皆様、卒業か
ら53年！ 懐かしい友達と学舎で思い切り語り合いま
しょう。
日　　時： 令和4年10月22日‡11時～15時
場　　所： 常磐会短期大学
会　　費： 4,000円
世 話 係：浅野（谷川）隆子 090－7484－8669

斎藤（三杉）香苗 080－5703－4656
岡本　和恵 090－8375－8708

申込方法：6月頃に往復はがきで案内状を送付します
＊当日は短期大学・学園大学の大学祭が開催されています。

同窓会のお知らせ

✾同窓生家族入学金免除制度✾

下垣　拓美
岡本　和恵
中島美智子
盛　　正美
今中　閲子
山田　　薫
岡村　　光

宮元　沙月
猪田　健人
森崎　由大
大荒　武資
高溝　直子

加治木百合子
伊東　桃代
浜田　隆子
山上　里香
中林　　彩
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